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掲載日:　西暦　2022　　年　8　月　23　日

研 究 題 名 院外処方箋における疑義照会内容の変化(2019年との比較調査)

対 象 患 者 院外処方箋で、保険薬局から疑義照会あったもの

研究目的及び内容

院外処方箋における疑義照会内容について、2019年度調査で｢用法･用
量の疑義｣と ｢同成分･同効薬の重複｣が問題点として挙げられた。｢用
法･用量の疑義｣のおいては照会後の変更割合が46.2%と低く、その内容
は湿布薬の１日用量記載の不備が多数を占めていた。｢同成分･同効薬
の重複｣については、疑義照会全体の18%を占めており、変更率は91.1%
であったことから、オーダー時の確認不足や同成分薬重複処方時の警
告突破等が示唆された。そこで医療安全委員会で検討を行った結果、
湿布薬の1日用量記載不備については、オーダーシステムの改善と医
局会等での医師への周知、重複処方については、医師への注意喚起を
行った。そこで上記対策後の疑義照会内容の変化について調査を行
い、対策の評価とともに、新たな問題点の抽出を目的とした調査であ
る。

使用する患者情報等

院外処方箋疑義照会内容を「記載漏れ」、「日数調整」、「用法用量の疑
義件数と疑義照会による変更率」、「一包化や剤型変更」、「処方漏れ」、
「同種同効薬の重複と疑義照会による変更率」、「その他」の項目に分類
し内容調査するため、個人が同定できる情報は用いない。
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岡山労災病院薬剤部では、以下の研究を行っています。
当研究では、患者さんからのカルテデータ使用についての同意がなかったものについては使用していません。
また同意した後に同意撤回することも可能です。その場合でも患者さんの不利益が生じることはありません。


